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南アジア古典学 4,2009 

千年前の歌声

チヤノレャーパダとカトマンドウのチャチャー歌伝承1

（財）東方研究会北自信

§ 1. はじめに

「南アジア古典学j前号に掲載された拙論「ベンガノレの象徴Jでは、古ベンガル語の

仏教タントラ修行歌集「チヤノレャーパダJ2 （チヤノレャーギーティ）を扱ったO チャルヤ

ーパダのコード言語は、現代ベンガルの吟遊詩人パウノレの修行歌に用いられるものに酷

似している。パウノレはチヤノレャーパダの作詩伝統を受けつぐ“生きた一次資料”である。

このように述べていた。

実は、“生きた一次資料”は、この他にもある。

上の論文中でも扱ったチヤノレャーパダの第4歌1を歌い継ぐ人々が、今日も存在するの

だ。ネパーノレ・カトマンドウ盆地に住むネワーノレ人の仏教徒は、 fチャチャーJ(cac互）と

呼ばれる儀礼歌群を口伝しているが、この中にチヤノレャーパダ第 4歌も含まれている。

約千年前の歌を今日も歌っている。

現夜カトマンドゥ盆地の各地に伝承されるチャチャー歌は多数あり、これらはそれぞ

れ決まったラーガ（メロディー）とターラ（リズム）によって歌われる。この中には非

常に古い歌詞が混じっているようで、上に挙げたチャルャーパダ第4歌の他に、仏教タ

ントラ経典 fへーヴアジュラタントラj iこ記載されるアパプランシャ語の「金持lj歌J

(V呼暗記）も、実際に歌われている。

また、他のチャチャー歌の歌詞は、正体不明の古風な言語によって書かれているが、

これはネワール語（チベット・ピノレマ語系）ではなく、明らかに新期インド・アーリア

語の一種である。さらに歌詞の中にはチヤノレャーパダにパラレルな表現が多く散りばめ

られる。

i本研究は科研費（20320055)rヒンディー・ウルドゥー韻律のリズム構造の解明ーベル

シャ起源説の検討をとおして－Jおよび科研費ρ1720019)rチャルャーパダ写本と南ア
ジアの口頭伝承」の助成を受けた成果の一部である。論文の執筆に当たっては、さまざ
まな分野の専門家、山口しのぶ、問中公明、吉11崎一美、杉木橿彦（敬称略）の諾先生に
ご指導いただいた。ここに深耕を表する。

2誤解を避けるために解説すると、チャルャーパダとは、ある個別の文献名ではなく、
仏教タントラの修作歌のージャンル名である。「チヤノレャーパダJというタイトノレの文
献は存在しない。実際に存在するのは、注釈者ムニダッタが 50個（現存するのは47個）
のチヤノレャーパダの歌詞を集めて党籍注釈をつけた fチヤノレャーギーテイコーシヤj

（“修行歌集”）としづ文献と、その写本である。

3 ~l；田 2008A, p.253f 
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これまで私は2008年 8月と 2009年2月～3月の 2出カトマンドゥ盆地を訪れ、チャ

チャー歌の調査を行ったO 本稿はその報告である。

ただし、ここで、読者に一つ断っておかなくてはならないことがある。私は上記の拙論

「ベンガノレの象徴j において fチヤノレャーパダjが元々持っていたと思われる秘儀的な

内容を扱った。しかし今日のネワーノレ仏教で、は、 fチヤノレャーパダJや「金関lj歌j の秘

儀的な内容は、忘れ去られている。今日、“秘、儀”は形骸化した姿でしか行われていな

い。田中・吉崎「ネパーノレ仏教」（1998）を一読すれば明らかなとおり、今日のネワー

ノレ仏教徒は、良識ある市民としての社会規範を遵守して生活している。本稿は、チャチ

ャー歌の文献学的および、音楽学的側面を解明し、そのことによってネワール文化を高く

評価しようとするものであり、上記の論文とは目的をまったく異にするものである。興

味本位の誤解を避けるために、この点を明記しておく。

&2.チャノレャーパダとは何か？

本論に移る前に、まずチャルャーパダについて簡単に解説する4o 1907年のネパール

への調査旅行においてハルプラサード・シャーストリーが仏教僧院で発見した fチャル

ャーギーテイコーシャJと題されるテクストの写本は、新期インド・アーリア諸語の最

古の資料とみなされている。この写本には、チヤノレャーギーティ（“修行歌”）あるいは

チャルャーパダ予（“修行の句”）と呼ばれる修行歌が 47｛問、記載されている。 47錨の歌

謡の内容は仏教タントラの秘儀に関するものである5。歌詞は新期インド・アーリア語東

部方言群の古形で書かれている。「新期インド・アーリア語の東部方言群j とは、今日

インド東部からバングラデシュにかけて話されている言語群、すなわちベンガノレ語、ミ

テイラー（マイティリー）語、オジャー語、アッサム諾などをしづ。これらの言語群は

アパプランシャの東部方言6が変化して出現したと考えられるが、その最も古い段階の特

徴を示すものが、チャルャーパダの歌詞の言語なのである。当時はベンガル語、ミテイ

ラ一括などといった諸言語は完全に分化していなかったと考えられるから、この古い言

語の正確な名称としては「新期インド・アーリア語東部方言の古形Jあるいは「チヤノレ

ャーパダの言語（群）Jとするのが妥当であるが、簡単に「古ベンガノレ語」（OldBengali) 

と呼ぶ学者も多しJ

4 詳しくは北田 2008A,p.234f参照。

5 これについては北田 2008A;2009に詳しく論じたので、参照されたい0

8 アパプランシャ東部方言をめぐる問題については山畑2007を参照せよ。

7 ベンガノレ語で、東部言語群を代表させることに客観性は特になく、「古ベンガノレ語jとい

うのは非常に主観的な名称にすぎない。これは、近現代においてコルカタを中心とする
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グヴェルネ（Kvcerna）の説によればチヤノレャーパダが作られたのは 12世紀以前であ

り、その多くは 11-12世紀に、そして幾つかのものはさらに古い時代に作曲されたよ

うである九だから、チャノレャーパダは新期インド・アーリア語の資料としては樺めて古

いものであるといえる。

もう一つ忘れてはならないのはチャルャーパダはインド音楽発展史研究にとっても

櫨めて重要な資料だということである。「チヤノレャーギーテイコーシャj写本には、｛国々

の歌詞の冒頭部に、ラーガ（メロディー・パターン）とターラ（リズム・パターン）が

記載されている。チャノレャーパダはインド古典音楽のラーガ・ターラの規定に貝ljって歌

われていたのである。歌詞は複数の連 (pada）よりなるが、最初の連の次に来る連は、

連数に勘定されず、 dhruvapada（“定まった句”）と呼ばれ、リフレインとなっているた

つまりこれは、ジブレインを間に挟みながら護数の連をi頓番に歌ってゆく「ドウノレヴァ

パダJあるいは「ドウノレパッドJと呼ばれる歌謡形式なのだ。

サンスクリットで書かれた舞踊経典ナーテャ・シャーストラや音楽理論書サンギー

タ・ラトナーカラにはプラパンダと呼ばれる、前もって作曲された歌曲形式が記載され

る。薦暦 1000年を前後する頃から、このプラパンダが変化したドウノレパッド（品ruvapada,

dhrupad’）という歌謡形式が出現し、流行するようになる。 ドウノレパッドはその後北イン

ドで誕生する古典音楽（ヒンドウスターニー音楽）の基礎となり IO、今でも演奏されて

いる 110神秘的で荘厳な歌謡形式である 12。この吉典歌謡形式の最古の例がチャルャーパ

ベンガノレ語地域が政治的・文化的に繁栄し、ベンガノレ語が｛患の言語に比べて優勢に立っ

たこと、それにともなって、チャルャーパダ研究に携わったのもベンガル人の学者が多

かったこと、などを理由とする。このことに留意した上で、私も便宜的に f古ベンガノレ

語」という名称を用いることにする。

8 チヤノレャーパダの歌詞に党語注釈をつけた「チヤノレャーギーテイコーシャjが書かれ

た年代と、そこに所収の 47値のチヤノレャーパダ修行歌そのものが作曲された年代は、

もちろん、異なる。クヴェノレネは次のように推定する。翻訳者 Gragsやかrgyal帽 mtsh anが

チャルャーパダのチベット語翻訳を行ったのが 1310ー1334年の間であり、翻訳者が生

まれたのは 1285年だとされるから、 「チャルャーギーテイコーシャ」が書かれたのは

それ以前であろう、と。（C王Kvrerne 1986, ppふ7）それでは、チャルャーパダ修行歌群

が作られたのはいつの時代た、ろうか？これについては諸説紛々とし、よく分からないが、

クヴエノレネ自身は「11世紀から 12世紀の間に作曲された」と考える。（北関 2008,p.236) 

しかし修行歌の成立年代の上限は、ヘーヴアジュラタントラが出来たとされる 9世紀

頃（かそれ以前）に遡ることが出来るのではないか、と私自身は考えている。

9写本には、行末の dhruという略号で示される。ムニダッタの党語注釈では、最初から

数えて 3番患の連が「第2番目の連」（dvitiya幽 pada）と呼ばれている。

10 この経緯については北田 2008Cを参煎せよ。

ll ベンガノレ地方の民謡のージャンノレに dhuyaと呼ばれるものがある。 Samsad

Bengali欄 EnglishDictionaryには“burdenof song, a refrain, a chorus刊とし、った意味が挙がっ
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ダなのである130 

残念ながら、 「チヤノレャーギーテイコーシャ」写本に記載されている音楽学的情報

はラーガ名とターラ名のみで、旋律を詳しく記録した楽譜はない。従ってこれらの歌

が当時実際にどの様に歌われていたか、を写本から具体的に読み取るすべはない。

§3.放法修行者たちの歌

チャルャーパダのうち 30個の歌詞においては、最後の詩連に作者の名前が記される。

たとえばチヤノレャーパダ第 38歌Hの最後の連では「サラハは言うJという表現がなさ

れ、第 38歌がサラハパという名の作者の作品であることがわかる。このように歌の最

後の連に作者名を記したものを bh叩iぬと呼ぶ。いわば西洋絵画における画家のサイ

ンのようなものである。これは新期インド・アーリア語の詩に全般的に見られる特徴

であり、カビーノレやブラジ・パーシャーの恋愛詩人たち、中世ベンガノレ語の神秘詩人

などの作品も油開泌を持つ。

30個のチャルャーパダの bhaQitaには、サラハパ、カーンハパ、シャパリパ、 ドー

ンピーパ、ブスクなど 19人の作者名が記される。そのうち 16人の名は、仏教タント

ラの伝説的な 84人の成就者（siddha）に含まれる 150 「八十四人成就者伝jを翻訳した

杉木垣彦によれば、これらの成就者は、 9～12世紀i品、 「僧院内にひきこもってもっぱ

ら教学の研鎖や哲学議論にふけるj 比丘たちの f仏教のあり方に反抗し、｛曽院の外観lj

で、民衆の言葉を用いて、比丘たちにないがしろにされた民衆たちの救清活動に専念

した」 170 杉木は彼らを“民衆密教行者”と性格づけーる。さらに、これらの仏教後期

密教の成就者たちは、中世インドの錬金術師集団ナータ派の成就者たちにも関連する

ことが指摘されている 180 

ている。品uyaとしづ語形は、 Skt.dhruvaに音韻対応するから、舞踊経典に記載される

dhruvaやドウノレパッドに関係、があるのかもしれない。

12 もちろんこれはあくまで、現在のヒンドゥスターニー音楽で行われているドウルパッ

ドの演饗についていえることである。ドウノレパッドが誕生した当初は、もう少し違った

雰閤気、たとえば軽快な雰囲気、をもっていた、という可能性もないわけで、はない。

13 C王Praj長ゐianda1996, pp.71-77. 

14 北田 2008A,p.240ffに歌謡の原文・和訳・解釈がある。

is Kvぉme1986, pp.4づ．

16 年代の上限をさらに前（9世紀以前）に遡る可能性もないわけで、はない。

17 杉木2000,ii. 

18 White 1996ラp.78ff.
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ただし、新期インド・アーリア語の歌詞の bhaJ)itaに記される作者名は偽名であるこ

とが多し、190 無名の作者たちが、自分の作品に有名な聖者の名前を冠した、という可

能性は否定できない。あるいは、もし仮に、作者名が真正のものであり、伝説的成就

者たちが本当にこれらの修行歌を作ったのだとしても、それは、それ以前から受け継

がれてきた修行歌の作詩規則に長ljって作ったものにすぎず、とりたてて成就者自身の

個性を反映するものではない、という可能性もある200

けれども、チヤノレャーパダの歌詞の言語や内容から判断して、チャノレャーパダの作

者たちが舘院外で活動した民衆修行者であった、ということはいえると思うへいず

れにせよ、 「チャノレャーパダJあるいは「チヤノレャーギーティ j という語は修行歌の

ジャンルの総称で、あり、 fチャルャーギーテイコーシャJ写本に所収の 47個の歌22以

外iこも、当時、間種の修行歌は多数プロダクティヴに作られ歌われていた、と想像す

るのが妥当であろう 23。当時作られたであろうたくさんの修行歌のうち、現在我々の

手に残っているのが、 「チャルャーギーテイコーシャJ写本に記載された 47飽という

盤かな数のサンプルなのである。

&4.カトマンドゥ盆地のチャチャー歌

カトマン］＂ウ盆地に住むネワール人の仏教徒が、チャチャー（ Nw.caca, ca心五）と呼

ばれる儀礼歌を倍承していること、そしてその中にはチヤノレャーパダ第4歌引が含まれ、

実際に歌われていること、さらにその他のチャチャー歌の歌詞も、チャノレャーパダ（「チ

ヤノレャーギーテイコ一一シャJ写本に記載された 47個の修行歌）によく似た内容や表現

を含むこと、については、ベンガル人のチヤノレャーパダ研究者iこはかなり前から知ら

れていた。

19 例えばカビーノレやヴィデャーパティの作とされる歌の中にも、かなりの数の偽作が混

じっている。

20 このことについては北田 2008A,pp.268”270にもう少し詳しく説明した。

21 僧院に属する比丘が、僧院外に出てタントラ的秘儀を行う集団と接触をもち、そこか

ら修行歌を習得して館院に持ち帰った、というシナリオも考えられる。これについては

静2007Aをはじめとする静春樹氏の論文、そして静氏の夜、信により、着想、を得た。

22 このテクストには50~閤の歌詞が記載されていたのだが、写本の欠落により、現存す

るのは47個である。

23 fチヤノレャーギーテイコーシヤj の党語注釈は、 47歌には含まれない歌詞からの文

句をいくつか引用している。

24 Kvreme 1986, p.86任第4歌の原文・和訳・解説については北田 2008A,p.253ffを参照

せよ。
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その経緯は次のとおりである250 ロンドン東洋アフリカ学院のサンスクリット教授

Arnold Adrian Bakeはインド者楽に魅せられ、インド各地を旅して歌謡を録音採集した

が、その迭中、 1954-56年にネパーノレ26の仏教｛曽（vajracarya）のもとでチャチャー歌

を録音した。彼は、チャチャー歌がチャルャーパダに類叡することに気づき、 1967年

に仏教タントラ学者ショシブション・ダシュグプト（Sasibhu手間’ Das'gupta,

Shashibhushan Dasgupta）がロンドンを訪れた際、コンタクトを取った。ダシュグプト

はチャチャー歌の録音を聴き、それが、後代に出来たものではあるが、チヤノレャーパ

ダの流れを汲むものに｛むならないことを認めた。ダシュグプトは自らもネパーノレに赴

き、 SakalanandaVajracarya27とし、う名の金問lj乗行者よりチャチャー歌についての開き

取り諦査をする。また、複数の金剛乗行者たちのところで、多大な苦労28の後、チャ

チャー歌の歌詞を記載した写本を見せてもらい、それを した。結局、約 250個の

歌詞が集まった。ダシュグプトはチャチャー歌の歌詞を校訂・分析するが、未完成の

まま病気のため死んで、しまう。死後、彼の弟子たちが加筆したものが「新チヤノレャー

パダJ29というタイトノレで 1989年にカルカッタ大学より出版された（Das’guptaラ

Sasfuhu加が 1989）。このエディションは暫定的なものにすぎないが、それを補う努力は
ほとんどなされていなし、300 Arnold Adrian Bakeがダシュグプトに聴かせたという録音

やノートも、どこに行ってしまったのかわからなし判。

ダシュグプトは、自分がカトマンドワで見た写本群はそれほど古い時代のものでは

なく、ネワーノレ文字で、記されていたと書いている。 f新チヤノレャーパダJにおいて、

彼は採集した 250個のチャチャー歌から 100fl悶を選び、それらを年代別に 3つに分け

る。そのうちのゆ個の歌詞（歌番号 i～19）は、 「チヤノレャーギーテイコーシヤj 牢

25 Das'gupta 1989, pp.2-3の記述による。
26ここでいう“ネパール”とはカトマンドゥ盆地のことであろう。
27山口 2005,p.8によれば、ネワーノレ仏教徒カーストの一番上位の階層である。
28 Bakeはダ、ンュグプトに、 20~間のチャチャー歌の“コピー”を渡した、とある。これ
が写本のファクシミリのコピーなのか、それとも、歌の歌詞を書き取ったノートなのか、
ベンガノレ語では“コピー”（kapi)は両方の意味を持つので、はっきりしない。ダ、シュグ
プトはカトマンドゥで、複数の金問lj乗行者を訪ね、彼らが所有するチャチャー歌詞の記
された写本を見せてもらえないか頼む。彼らは最初、非常に関鎖的で、写本を見せよう
としなかったが、ダシュグプトは時間をかけて彼らの信頼を得、写本を見せてもらい、
その写しを取った。写本は塁間j揚があるうちは決して見せてもらえなかったので、夕、シ
ュグプタは枝、ローソクの光の下で歌詞を書き取った。
29 「新チヤノレャーパダ」というタイトノレは、これらの学者たちがこのエディションにつ
けた便宜的な名である。「新チャノレャーパダj という名の文献があるわけではない。
30 Barua 2003はその例外である。
31 おそらく Bakeの遺品の中に紛れ込んでしまったのだろう。
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本の 47個の歌詞と開じ時代32に作られたと考えられるもの、二番目のグループ（歌番

20～67）は 13～14世紀の雷語特徴を示すもの、三番目のグツレープ（歌番号68～98)

はそれよりも新しいものである3.>0 もちろん、この年代測定、時代区分はダシュグプ

タ自身の基準によったもので、常に正しいとは眼らない。

一番目のグ、ノレープ、すなわち一番古いクツレープには、チャノレャーパダF第4歌すなわ

ち「チヤノレャーギーテイコーシヤJの第4歌に間定される歌詞、そして、 「へーヴア

ジュラタントラj 所収の「金剛歌J(V勾ragiti）に同定される歌詞、が含まれている。

つまり、チャチャー歌として現在知られている歌のうち、少なくともニつについては

文献学的な出自が明らかであり、極めて古いものだ、ということだo

f『チャルャーギーテイコーシャ』写本にはもともと 50個の歌詞を収めていたが、

写本の欠損により現存するのは 47 個の歌詞である J と先に述べたカ~34、この失われて

しまった 3つの歌詞が、 「新チヤノレャーパダj の一番患のクゃルーフ。に分類されたチャ

チャー歌の最古層に属する歌認のどれかである可能性がある350 

§5.近年のチャチャー歌の研究：rn

私が今まで入手できた、チャチャー歌についての最近の研究は次に挙げるものがあ

る。 Das1996, Barua 2003，そしてネワール人のチャチャー歌伝承者自身の研究であるo

Das 1996は、あまり関心を集めなかったダシュグプタの f新チヤノレャーパダj に再び

注意を喚超した。そして「新チャルャーパダJ所収の歌番号 1が「チヤノレャーギーテ

32 ダシュグプタは 10～12世紀とする。（C五Das'gupta1989ラp.7)

33 歌番号99と100は、出版された f新チヤノレャーパダj からは、なぜか省かれてしま

っている。
31 脚注22

35パングFラデシュで fチャルャーギーテイコーシャjの英訳を出した Moudud1992は写

本から失われた3個の歌を、「新チャルャーパダJから捕っている。チベット語訳には

50 1回全部の歌詞が含まれているから、そこから補ったのだろうと思われる。この英訳

はネット上で公開されている（h即：／／www.bong oz. com/history /poems／）。

36 民族音楽学的にチャチャー歌を研究したものとして Widd出 s2004がある。残念ながら、

この論文を入手できたのが本稿を書き終えた後だ、ったため、その内容を本稿に反映させ

ることができなかった。この論文には、 WiddessがRatna同jiVajracむyaから習った 4曲

のチャチャー歌の楽譜が収録されている。この中には私が本論で、扱う 2曲は含まれてい

なし、から、本稿を発表することの意義は消滅しないと判断する。 Widdessの観察による

と、チャチャー歌の旋律構造は 13世紀以前の古代音楽理論との類似を示す、とし、う。

特に「チャチャー歌の旋律形は非連続的な傾向を持つ」（p.26:cacamelodies often move in 

a di訪問ctcontour, with freq回 ntleaps up and down of a fourth or larger intervals）という指摘は、

チャチャー歌「トリハンダー」についての私自身の印象（本稿§11参照）と一致する。
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イコーシヤj の第4歌に同定できること、さらにチャチャー歌研究の必要性について

訴えた。

ベンガノレ人の学者 DipakKwnar Baruaの論文（Barua2003）はダシュグプトの「新チ

ヤノレャーパダj所収の幾つかの歌詞を分析し、訳出する。 Baruaは2002年に「新チャ

ノレャーパダj についての博士論文をコノレカタの Visva品harati-Universityに提出したそ

うだがいιBarua2003, p.527）、残念ながら参照することができなかった。 Barua2003, 

p.530によれば、夕、シュグプトがネノfーノレ（カトマンドゥ盆地）における調査から持

ち帰ったチャチャー歌の写本は僅か2点の小さな写本であった。ダシュグプトは、こ

れを、現地で、書き写した歌詞のノ一トで

｛乍成したということらしし、。

カナダでは ChristophEmmrichがチャチャー歌のフィールド調査・録音を持ってい

る。しかし、その録音は公開されていないようである。

最後に挙げた fネワーノレ人のチャチャー歌伝承者自身の研究jについては§7以下に

詳しく紹介する。この“伝承者”とは、今回のフィールド調査における私のインフォ

ーマントの父上なのである。

~6. チャチャー歌の写本

前主主で、ダシュグプトが写本を 2点しかコノレカタに持ち帰らなかったことを述べた。

したがって、ダシュグプトの研究を受け継ぐ Barua2003は、この 2写本とダシュグプ

トの遺稿のみをもとにして仕事をしているらしい。

しかし D部 1996は、ベノレリン国立図書館の所蔵カタログに幾つかのチャチャー歌写

本らしきものが記載されていることに気づいていた。私は Dasのアドヴアイスに従っ

て、これらの写本のマイクロフィルムを入手し識べた。その結果、これらはダシュグ

プトの「新チヤノレャーパダ」所収のチャチャー歌群と問ーのものであることが判明し

た。これでチャチャー歌研究の基本資料が増えたことになる。詳しい研究結果につい

ては、今後、研究の進展にしたがってJi頃次発表していくことになろう。

長7.カトマンドゥのチャチャー歌伝承

カトマンドゥ盆地はネワール人の独自の文化が栄えたところである。彼らはチベッ

ト・ピルマ語系統のネワーノレ語を話す370 工芸芸美術に優れ、カトマンドゥ盆地の名だた

37 現在はネパール語（新期インド・アーリア語）とのパイリンガノレで、ある。カトマンド

ゥ市の街中を歩いていると、ネパール語だ、けで、なくネワール語の会話が耳に頻繁に耳に
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る建築物はネワーノレ人の工人の手になるものである。彼らはインドから受けついた文化

伝統を保存・発展させ、その結果カトマンドゥ盆地には絢繍たる文化が花咲いた380 こ

のような背景があって、カトマンドワ盆地にはインドではとうの昔に消え去ってしまっ

た古いものが多く残っている。ネワール人の仏教徒が伝える仏教（金剛乗）もそうした

ものの一例で、これは「現代アジアにおいてサンスクリット・テキストの残る唯一の仏

教であるj39としづ。ネワーノレ仏教については山口 2005や田中・吉晴 1998を参照され

たい。チャチャー歌を口伝するのは、ネワーノレ仏教徒に属するヴアジュラーチャーノレヤ

（金持lj阿閤梨）という姓を名のる人々である400

チャチャー歌の伝承者自身が作った歌詞集成がカトマンドゥで出版されている O

Ratna同fiVajraciirya著 「新！日チャチャー歌j （原題Pulむμguva nhugu cacふmuna）とし、

う2巻よりなる審物41である。著者はネワーノレ仏教僧で、日本の研究者たちと交流があ

った学者であり 42、本書はネワーノレ仏教カトマンドゥ盆地の各地に伍承されるチャチャ

ー歌の写本群をもとに作成したものである。第一巻には 180個の歌詞が、第二巻には約

250個の歌詞が記載されている。ただし、第二巻においては、間じ歌詞で、も異なる伝承

によって異なる読みを含む場合、それぞれのヴァージョンを別々に挙げているから、実

際の｛間数はいくらか少なくなるはずである。カトマンドゥ盆地のネワール文化の主要都

、すなわちカトマンドゥ（Nw.ye）、パタン (Nw.yala）、パクタプノレ（Nw.Khvapa）、

ティミ (Nw.Thimi）などにチャチャー歌の伝承者が存在し、これらの伝承は瓦いに少し

ずつ異なっているぺ第二巻にはこれらの異なる伝承に属する歌が、都市ごとに区分さ

れて記載されている。第一巻と第二巻には重複する歌詞もあるので、正確な｛回数を知る

ためには、歌詞を詳綿に調べて見る必要がある440 そして、この中にはダシュグプトの

飛び込んでくる。ネワーノレ人同士の内輪の会話はネワーノレ語でら行うか、ネパーノレ語とネ

ワーノレ語を交えて（switching）会話をする。ただし若い世代にはネワーノレ語が話せない

入が増える傾向がある。ネワーノレ語の新聞・雑誌なども発行されている。

38 伊jえばマッラ王朝時代のパクタフ。ノレの王Jagajjyotirmallaは、歌舞音曲をこよなく愛し、

芸術を庇護した。彼のもとでは当時のインド東部の雅語であるミテイラー（ミテイラー）

諾が文学語となった。カトマンドゥにはベンガノレ語とミテイラー語の写本が多数残され

てし、る。（Cf.Brinkhaus 2003) 

3宮山口 2005,i. 

,10 注27参照

,11 ピブリオグラフィーにはVかおおya,Ratnakaji 1996; 1999と記した。

12 例えば出口 2005はラトナカジ・パジュラチャリヤ氏の家で作われた儀礼の研究であ

る。

43 インフォーマントの SarvajiiaratnaV ajraciirya氏によれば、カトマンドゥ市南西に位聾

するキールティプノレ (Nw.Kipu）にも伝承者がいる、ということである。

'H Sarvajiiaratna Vajriiciirya氏によれば、実際に今も歌われているのは50個程度だ、とし、
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f新チヤノレヤーノ〈ダJにも共通する歌詞もあるが、詳しい対応表はJ.liJの機会に発表する

ことにしたい。

第一巻、第二巻ともにカトマンドゥ盆地に於けるチャチャー歌倍承についての現代ネ

ワーノレ語による解説があり、権めて有用な情報を提供してくれる。この解説部分はチャ

ノレャーパダの文献研究に関して興味深い開題を提起してくれているので、後で検討する

ことにしてへまず、私が行った現地調査について述べることにしよう。

§9.チャチャー歌のレッスン

私は2008年 8月と 2009年2月～3月の 2回カトマンドゥ盆地を訪れ、チャチャー歌

の調査を行った。インフォーマントはカトマンドゥ市在住の Sarvaj抑制aVajra命 ya氏

とNare凶倒的V勾racむya氏である460 Sarvajiiaratna Vajracarya氏は前章で紹介した f新

！日チャチャー歌jの著者Ratnakaj"iVajracarya氏の御子息であり、チャチャー歌にまつわ

るいろいろな情報や資料を提供していただいた。チャチャー歌の直接的な歌の指導は、

Narendramul).i Vajrac五rya氏にしていただいた。インタヴューはネパーノレ諾で行われた。

当初、私はチヤノレャーパタ令第4歌に同定されるチャチャー歌を録音したいと考えてい

た。ところが fチャチャー歌は、秘儀の最もコアな部分に扇しているので、鎌音はさせ

てあげられない、でも、あなたが歌を聴きながらメモ・楽譜を取ったり、歌を習ったり

するのはよろししリという先方の意向であるべそこで私は計画を変更して、機械録音

ではなく、チャチャー歌の歌唱レッスンを受けることにした。レッスンといっても、伝

統的な教授法にしたがったものである。つまり師匠がネワーノレ文字で、審かれた写本を開

き、それを見ながらチャチャー歌を繰り返し歌い、それを生徒が耳で聴いて模倣するの

である。ニの写本には、歌詞の冒頭にラーガ（旋律）・ターラリズム）の名前が記さ

れている他には、楽譜のようなものは一切記されていない。つまり、歌のコトパは文字

を補助として伝承されるが、メロディ…は記鰭のみを頼りに口伝されるのである。

あいにく、私のカトマンドゥ滞在期間も、レッスンの回数も限られていたため、私は

なるたけ耳で聴いて記憶するようにしながら、適宜、先生にストップをかけて、歌の構

うことで、あった0

,15 本稿§13,§15を参照せよ。

46 Sarv勾負担・atnaVajraca.rya氏には山口しのぶ・田中公明両先生に御紹介いただいた。

47 これはチャチャー歌に担らず、南アジア全般に見られるタブーである。今回（2009

年2月2713）訪れたパクタブ＇；レで、は伝統的な仮面舞踊が行われており、これについて

も写真をとることは許されていない、ということで、あった。我々研究者にとっては厄介

なタブーだが、犠式やマントラの持つ魔術的な力がまだ信じられている、ということで

もあろう。カトマンドゥ盆地の仮面舞踊劇については吉崎2001,p.275fを参照せよ。
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造について簡単にメモをとりつつ、歌を習っていった。

このような教授法は南アジアの音楽では普通に行われているものである。私は学生時

代から北インド古典音楽に輿味をもち、インド人の先生について弦楽器シタールや声楽

を習った経験がある。その際も先生が歌うのを開いて生徒が楽器や声で模倣するという

方式で、あった。その時の、耳で開いたメロディーを即産に再現したり記櫨したりする司II

今回の調査に大変役に立った。練は、

二つの曲を習うことができた。

最初に習ったのは、「新！日チャチャー歌」第一巻（Vajraciirya,Ratnak可I1996), 51頁lこ刻

むyaavalokitesvara (karu号沿naya)sitavarl)aとし、うタイトノレで記載されている歌である48。

次に、先ほどから拘回も言及した、非常に古い歌、チヤノレャーパダ第4歌（正確には

こうして、

「チヤノレャーギーテイコーシャ」第4歌）を習った。

前者は比較的新しい時代に作られたと思われるもので、シンプルで親しみやすいメロ

ロマンティックで、ほとんどキリスディーを持ち、初心者の習得に適したものである。

ト教のグレゴリオ聖歌を思い起こさせるような、たいへん美しい歌である。後述するよ

(Charya Dance, Nw. cacapyiikharμ) 

として踊られるものである。私の今回の調査の目的はチャノレャーパダ第4歌を鷲得する

うにこの曲は歌われるだけでなく、「チャチャー舞踊J

とし、ことだ、ったが、そちらは習得が難しいので、まず初心者向けの歌から習うように、

う師匠の指示に従っ

高IOチャチャー歌 fカノレナマヤj

最初に習った歌を説明しよう。

「新！日チャチャー歌」第一巻， 51貰の srIおyaavalokitesvara (kanu:iamaya）品itavarl).aの

歌調（便宜的に「カノレナマヤkぽ昭如iaya」歌と呼ぶことにする）は次のようになってし、

。
る

sita va司a49ekamukha dvaya nega50 I vividha ratna mauli la.rplqta deha // 

namami namおnisri K紅 Ul).ゑnayaI loka u必1むitaduち対ianasita //dhu// 

Sirasl abhitambha dharit五Ivicitra vastra kati51 vyavasthita52 //dhu// 

48チャチャー歌とチャチャー舞踊（CharyaDance）について英語で書かれた解説書R.

Vajracharγa 1986ラp.20にも入っていて、こちらではめalokitesvara(Aryavalokitesvara）と

いうタイトノレになっている。

49 R. Vajracharya l 986, p.20所収のテクストでは、 va字はba

同様である。

50 R. Vajracharya l 986, p.20ではnetraとなっており、Sぽ V勾iiaratnaVajraciirya氏によれば、

netraが正しい、とのことである。

なっている。｛也の語も
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dahina bhi:iiaya abhaya vara dharl I vama bhiliaya nilotpala dharl //dhu// 

j昌gatatar訟ぜ53abhaya dayanl I avici54 narka udharaJ.Jl deva //dhu// 

padmesthita封 k訂u号沿nayaI jagata s叙yisiirapalita deva //dhu// 

lokyasvara caraJ.Je vandita55 pade I bhanaY kulisa ratna glta carita ／／品川

歌詞の大意は次のようになる560

「［観音の］身体は、白色で、頭は一つ、自は二つ、頭はさまざまな宝石で飾られてい

る。カノレナマヤ（“慈悲よりなる方”）に敬礼、敬礼。苦を除く者、人々の救済者。頭に

阿弥陀仏の像を戴き、彩り豊かな衣（コニll要布、ベルト）を腰にしっかり着けている。右

手で施無畏印と施顕印をなす。左手には青蓮華を持つ。無畏をなして世界（口存在の大

講原）を渡らせ、アヴィーチ地獄からお救いになる方。蓮華座にましますシュリー・カ

ノレナマヤ、世界と輪廻から守護してくださる方。ラトナ［という名の］ヴ、アジュラーチ

ヤールヤ（金問lj何簡梨）は言う「観音襟の御足にこの歌によってご挨拶申し上げます。j

この言語は明らかにインド・ア一世ア語であり、幾つかの語形は、アパプランシャあ

るいは新期インド・アーリア語の特徴を示しているが、複雑な活用語尾やシンタックス

は用いられず、多くの語は格変化語毘を取らずに語幹形がそのまま用いられている。

この歌詞はダシュグプタの「新チヤノレャーパダJ(Das’gupta1989）には入っていないが、

さまざまな仏・菩薩の姿を描写した歌詞は「新チヤノレャーパダJにも「新！日チャチャー

歌Jにも多くあり、共通した語葉表現を用いて作られている。現段階では確実なことは

えないが、語幹形や同じような動詞形を、ほとんど羅列するようにしてできている点

から、この歌は、それほど古くはない時代に、定形に従うか、あるいは見IJの歌をそデノレ

にするかして作詞されたものではないかという印象を得る。

この歌はインド音楽のラーガ・ターラに従って歌われる。 f新！日チャチャー歌J51ペ

ージでは、歌詞の上に、ラーガ Na旬、ターラ Jati［で歌うべし］という記載がある。歌

51 R. Vajrachaiγa 1986, p.20ではレトロフレックス kaりになっている。これは、ネワーノレ

語には、もともとレトロフレックスがなく、樹昔と混関されたことによると思われる。

52 R. Vajracharya 1986, p.20ではbyasthitaとなっている。私の先生（インフォーマント）

Narendra.m叫iVajracarya氏も、これをやyeesthita］と発音して歌っていた。つまり、ネワ

ーノレ語ではya字と e字の発音は同じであり、しかも歌う際には母音の長矩が分かりにく

くなるので、生じた異読であると、推定される。

53 R. Vajracharya 1986, p.20: tiinu;li 

54 R. Vajracharya 1986, p.20: ablci 

55 R. Vajracharya 1986, p.20: pandlta 

56 R. Vajracharya 1986, p.21の英訳を参考にした。

nb 
n
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の詳しい譜面や構造分析はJ.llJの機会にすることにして、大体の様子を述べる。私は西洋

音楽理論の素養があまりないので、便宜的に、現代の北インド古典音楽（ヒンドウスタ

ーニー音楽）でラーガを記述する際に用いる用語を使って説明すると次のようになる。

この歌は7拍子のサイクノレ（Jati-tala:3+2+2）で歌われ、下行音階（アヴアローハナ）では

7者全てを用いて、 sn D P M G R S (n = komala Ni）となるが57、上行の際には、音が飛

躍することが多く、よ行音階（アーローハナ）をうまく抽出できない。歌のメロディー

を（リズムを無視して）記述すると次のようになる。

• < ' • a・旬。.’ ．．‘ f '-' .；停

SPPMG 九 PP ~ S, PR S n D P, PM G RS, S S RR S RS n P, S S S R, RS n D P, 

S n D PP, M P M P, n DP M G R, M M ~ S, P n D PM G R S 

すなわち、上行の際にはS→PあるいはP→合と飛躍する傾向がある。 PやMから

急激に下降して主音の Sを示す際には、N (komalaでないことに注意！）が現われて58、

PN Sあるいは M N Sという動きになる。これは、旋律的フレーズが休止するが、

全には終ってしまわずに、次に新しい展開が来ることを予測するものであろう。完全な

メロディーの終止を示すのはPMGR Sという音列である。

以上がこの歌の旋律的な特徴である。どの連を歌うときも、詞じメロディーが繰り返

される。上に引用した原文歌詞テクストの各連の米毘lこ記された略号

dhruvapada （リフレイン）のことで、、ここの部分に namゐninamami sri karu王1amayaと

いうリフレイン匂を挿A入するので、ある。

R. Vajracharya 1986巻末（p.38的にはチャチャー歌で、用いられる様ぎまなラーガとタ

ーラの名前と基本構造を記述したりストがあり、その中にラーガNata(=Nata）の基本メ

ロディーも記述されているが、それは、上に私が抽出した構造と、ずいぶん異なってい

る。以下に引用する。

S -R nP nP nP M, G MGR GRS GRS GRS GRSR -S, 

P DPMP M, P NSR GRSR GRSR, S GM  GR RN DnRS nDP, M, MP DPM, MR, 

MG  MGR, GRS GRS GRSR-S 

57 Sa Re Ga Ma Pa Dha Ni Saはそれぞれ西洋音階の CDEFGABCに相当する。 komalaと

は「半音低いJ( I:> ）とし、う意味である。

58 音が飛躍して主音 Saに急激に移る際に現われるこのような Ni音はヒンドウスター

ニー音楽では、しばしば観察される現象である。
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ラーガの“基本構造”というのは言語における文法のようなものである。その抽出の

仕方は音楽家によっても微妙に違うし、また、実際の曲として現われてくる際には、様

ざまなヴァリェーションを取る。しかし、このことを考慮しでも、私の習ったチャチャ

ー歌のラーガと、 R.Vajracharya 1986に記述されるラーガが、問じものとは信じがたし、590

向じラーガ名がついていても、実際には異なったメロディー（ラーガ）が歌われている。

ただ＼このようなラーガの名前と実際に歌われるメロディーをめぐる議論は厄介で、あ

る。ヒンドゥスターニー音楽においても、問ーのラーガに複数のヴァリエーションがあ

ることは頻繁に観察される。ヴ、アリエーションの間にそれなりの共通点が認められる場

合が多いが、時には全く違ったメロディーが向じラーガ名で呼ばれてしまう例もある。

チャチャー歌で用いられるラーガ名 Nataの、互いに食い違う二つの旋律パターンに

ついても、私が気がついていないだけで、もともと詞じだ、った旋律パターンが変化して

できた二つの変種なのかもしれない。

そもそも、チャチャー伝承者自身は、ラーガの構造（上？？音階・下行音階や、ラーガ

に特徴的な旋律（パカノレ）など）を分析的に把握してはいない。在、の師匠（Narendramu♀i

V勾racarya氏）は、おそらく彼が私に教えたのと同じような伝統的な方法で、ただし、

じっくりと時間をかけて、自分の師たちからチャチャー歌を習ったのだろう。伝統的な

教授法においては、メロデ、イーは文学通り“体得”されるのであり、私が上で試みたよ

うな旋律パターンの抽出などという擾等生的で、頭で、っかちな操作は行われないのであ

る。

しかし、チャチャー歌をラーガ・ターラに従って作曲した本人60は、もちろんラーガ

やクーラについての昔楽理論の知識を備えていたはずである。

それでは、ラーガNataとターラ Jatiは、本家インドの音楽ではどうなっているだろう

lJ'? 

ラーガ Nataとは、ラーガ Nataのことであり 61、これはインド古典音楽の由緒正しい

ラーガ名である。 13世紀の音楽理論書Sailgitaratnakara2, 16; 3, 137; 3, 139；に、 Sri-raga類

iこ属するものとして Nataというラーガ名が記され、また 2,12には、 Nanaというラーガ

名が adhuna側 prasiddha司 1・agaすなわち当時現われてポヒロュラーになった新しいメロディー

59 R. Vajracharya 1986, p.48にNata-raga,J叫i-ragaのチャチャー歌の楽譜が載っている。

そのメロディーは、ここに引用した基本構造に一致するが、私の習ったチャチャー歌と

はずいぶん違っている。

60 歌の作読者と作曲者は、開ーであるとは限らない。

61 l支舌音と歯音を区別しないネワーノレ諾の発音による。 R.Vajracharya 1986, p.21では

raga nata, t五laja¥iとなっている。
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のなかで言及される620p珂負ananda1996, p.34lfによれば、ラーガNataのメロディー構

造を説明したのは、 Parsvadeva作 Sailgitasamayasaraが初めてであるという。ラーガNata

は、かつては盛んに横奏されたらしく、「ラーガ・マーラ－Jと呼ばれる、音楽を主題

に描かれたミニアチューノレにもしばしば描かれる630 Danie Jou 1980, p.235“237にはこの

ラーガの構造と基本メロディーの解説十楽譜があり、次のようになっているぺ

上行音階・下行音措 SR GM  PD NS SN (n) PM  RS 

特徴的なフレーズ (pakaf') S R G M旦 S, N D P, m PM S (m口 tivraMa)65 

開書－ p.237に基本メロディー（sthayi+ an加云）の楽譜が載っているO これと、上でみ

たチャチャー歌で用いられるラーガNataの構造～私の抽出した形と R.Vajracharγa 1986 

に記されたもの～を比べてみたが、類似点もあるけれども、間ーであるという決め手も

ない。しかも Pr匂主主nanda1996, pp.341帽 344によれば、このラーガの形は時代によって変

遷があったようで、音楽理論書の記述もまちまちである。ラーガの歴史的変遷を巡る問

題は極めて複雑で未解明の部分が大きいから、ここでこれ以上立ち入ることはやめてお

く。

&11.チャノレャーパダ第4歌に相当するチャチャー歌「トリハンダーj

fカノレナマヤ」の歌の習得を終え、次に、いよいよ念局襲のチヤノレャーパダ第4歌を

お願いした。私が習ってきた歌詞は次のようである。

trihai:i事 capayiyogini dβha kavac;li I kamalakuli品aghai:itha kar油収μ huqma biyare //dhu// 

yogini tuhma vinukhana huqma hruμ jivayi I tvaram叫chaα潟市yarekむnalasarμpivayi// 

khepahruμ yogini lepana yayi I mai:ilkula vahiyare varμdiyana samぶne// 

sasvaha ghareghore kruμciyatare I candras訟yadvayi pak加工iabhariil).c;lo// 

bhanayi godari hama kundぽ U vira I narayanari m真jheubhayana uvira // 

参考のために、「チャルャーギーテイコーシャj 第4歌の歌詞を下に示す660

62 Sangitaratn五kara第2掌のラーガ名のリストは、「南アジア古典学j本号において岡崎

藤浩先生によって翻訳されているので、そちらを参捕されたい。

63 Waldschmidt 1975, p. l 05 (Fig.35). 

64現悲のヒンドゥスターニー音楽で演奏されるかたち、つまり Danielou1980自身がイ

ンフォーマント（師旺）に習った形である。もちろん今日でも流派により差異がある0

65 tivraとは f半音高しリ（＃）という意味である。

66 Kvrerr 
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tiac;l弱 capijoini de泊kab五IiI kamala kulisa ghiiIJte karahu bifili // 

jo出 taibinu kh路沿iunajゐamiI to muha cumbi kamala rasa pibami // 

khepahu joini lepa na j抱 Im叫ikulebahia ofi匂esamaa // 

sasu ghare ghali kofica tfila I canda 叫abe.Qi pakha phala // 

bhal}ai guc;lari ahme kundure bir五Inaraa nari m可heubhila c註a;; 

この歌詞の意味については前号掲載の拙著（北田 2008A,p.253ff）に解説済みである。

このチャチャー歌の歌詞（便宜的に最初の語を取って fトリハンダーtr泣lal}c;lii」と呼ぶ

ことにする）は、「新！日チャチャー歌j第二巻（VajracむyaヲRatnakaji1999）の中の2箇所

(p.9; p.118）に揚載されており、それらは互いに違った異読を含む。 つまり、基として

用いたニつの写本の読みが異なっていたのであろう。さらに私の二人の師匠

Sarvajfiaratna Vajraciirya氏と Narendram明iVajrac五rya氏は、それぞれ自分の家族に伝わ

る写本を持っており、このこつもまた互いに異なっていた。二人は自分たちの写本を「新

！日チャチャー歌j に掲載されている二つのヴァージョンとつき合わせて、しばらく見比

べ、議論していた。結果的に、 SarvajfiaratnaV民jraciirya氏が、本の 118頁に載っている

歌詞にボールペンで、二人が正しいと判断した読みを書き入れて出来たのが上に挙げた

ものである。つまり、いうなれば、この瞬間“新しい写本系統”が誕生してしまったの

である670 

既に述べたように、この歌はダ、シュグプタ「新チヤノレャーパダJ(Das'gupta, Sasibhii~叫’

1989）に歌番号！として収められていて、そこにもダシュグプタが書写したチャチャー

歌の複数の写本のさまざまな異読が注記されている。

チャチャー歌 fトリハンダーt品lal}c;lii」がチヤノレャーノfタ寺第4歌と同ーのものであるこ

とは疑う余地もないが、長い歳月を経て、たくさんの異読が生じた。そのあるものは、

ネワーノレ諾の発音の影響を受けたと考えられる。たとえばネワーノレ語においては yaと

e、vaとoという綴りは混同されやすい。また古くは反舌音と歯音の区別や、 Rと L

の区別もなかった。さらに、母音はしばしば鼻母音化する。チヤノレャーパダの ofiane(= 

oc;liane）がチャチャー歌では va.rp.diyanaになってしまうのはその所為である。また、も

とは新期インド・アーリア語の語形だったものがサンスクリット語｛とされる場合もある

(yogini, candrasiirγaなど）。

67 118頁の歌詞を訂正したのはSぽvaj長aratnaV ajraciirya氏だが、歌ってくださったのは

Narendramul).i Vajracむya氏である。だから、どちらの写本のどの読みをどこに反映させ

たか、という詳細はよく分からない。お二人の承諾を得てそれぞれの写本の該当頁を写

真に取らせていただいたので、“新たな写本系統”が創造されたこの瞬間、何が起こっ

たのか、という具体的な分析を、 Jjljの機会に行うことにしたい。
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また、歌の節を取るために、母音を伸ばし、「ア一、アーJfフン、フンj 「ハン、ハ

ンJなどという声を個々の音節間に挟んで、歌うので、語の切れ自が定かでなくなる。

本においても単語の分かち書きはなされていなし、から、これでは伝本の過程で語の切れ

自がたちまち分からなくなってしまうだろうと、容易に想像できる。たとえばチヤノレヤ

ーパダ第 1連の de回kab盃nはチャチャー歌では dehakava<;fiと書かれるが、これを歌

ってみると、「デーェ一、エエハ一、アアカーア、パーアア、アアデイ j というような

按記で、間こえる音自体は実はそれほど変わらない。

メロディーについてだが、 f新！日チヤノレャーパダJ118頁にはラーガPadm笥jali:(sic）タ

ーラ Mathaと記されている。ところが 9貰にはラーガ Kan;iadiターラ Jhapaと記され

ている。私の二人の師匠はラーガ K紅存在diターラ Jhapa(2十3,2+3）だという680 この歌

は、習う前iこ「初心者には少し難しいJと言われただ、けあって、メロディーがあちこち

に跳躍したり、私の感性にとっては“落ち着きの惑い”昔程で、休止したり、不思議な雰

囲気の歌詞である。旋律構造の詳しい分析については別の機会に行うこととしたい。

ちなみに、 fチャルャーギーテイコーシャj写本では、第4歌についてはラーガaruと

なっている。（こちらはラーガ名のみで、ターラ名は記されない。）この aruというラー

ガ名はインドの古典音楽理論警には言及されず、今日のヒンドウスターニー音楽にも

在しない。正体不明の名前である。

ラーガ名 Karr:i五diに相当すると忠、われる名前Kぽ平a¥a,Karr:iati焔は音楽理論書サンギー

タラトナーカラに見える。ラーガKarr:iataはミニアチューノレにも描ーかれω、かつては女子ん

で、歌われたラーガのようであるが、現代のヒンドワスターニー音楽ではどうなっている

か、寡間にして知らない。語形自体は、現代のヒンドウスターニー音楽の Kanac;laとい

う名称に対応するが、こちらはある特定のラーガの名前ではなく、さまざまなラーガが

共通して持つ一特徴をし、う。

一方のPadma共jallというラーガ名を私は開いたことがないが、ネワーノレ諾に反舌音と

歯音の区別がなかったことを考えると、ラーガPa¥ama母ar"i(Pafma吋ari）のことではない

かと思う。これは現代のヒンドウスターニー音楽でも演奏されるラーガである700

ラーガKan:iataとラーガPatamafijariの関係はよく分からない。確かに、現代のインド

音楽でも、よく｛f,l、た構造を持つラーガが、ほんの些細な差異によって区別され、異なっ

68 上述のとおり、インフォーマントは旋律の理論的な分析を行っていないようだったの

で、この発言が正しし、かどうかわからない。

69 Waldschmidt 1975, p.96ffに 1700年代のデカン地方のラーガ・マーラー絵蕗が載ってい

る。

10 B.C.デーヴ、ア 1994,p.268 
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た名前で呼び分けられることがある。 Lたがって問ーの歌が、解釈によって別々のラー

ガに分類されることもある。チャチャー歌 fトリハンダ－trihai:icJaJで、起こっている事態

はそのようなことかと想、換する。

写本によって文字伝承されるのは歌誌のみで、メロディーは純粋に記憶によって口伝

されてきたのだ、から、 fトリハンダーj のメロディーが、何百年も前に修行者たちが歌

っていたチヤノレャーパダのメロディーの特徴を、どの態度忠実に保存しているかは分か

らない。むしろ、何百年もの関にかなりの変化を蒙っている、と考えた方がいい。

そうだとしても、この歌は、おそらく師匠から弟子へと脈々と受け継がれてきたもの

であり、それがひょんなことから日本人である私のところに流れ着いてしまったという

のは、なんとも不思議な出来事である。

~12. へーヴアジュラタントラの金関lj歌

仏教タントラ経典［へーヴアジュラタントラJの中に金問lj歌（Vajrag"iti）と呼ばれる歌

詞が入っており、儀礼的に重要な意義を与えられている710 この歌は、チャルャーパダ

の言語によく似た特徴を持つ古風な雷語（アパブρランシャあるいは新期インド・アーリ

ア語の古形）で書かれている。その内容もチャルャーパダに類似し、同じタイプの修行

歌に属すると思われる720これも、チャチャー歌の中に入っており実際に歌われている。

ダシュグプトの「新チャルャーパダ〉歌Jにある歌認を以下に引用する730 

kolayi le thiya bola mumuni re kanakoUi. I 

ghana kapithoi bajar ka開明 kriyayina lola I 

71 Hevajratantra IIヲiv，ふ8(Snellgrove 1959, Pait 2, p.62）.歌詞は次のようである。 KoIlaire 

tthia bola mummUJ.l'註ckakkola I ghai;ia kibicJa ho v紛aikarrn).e kiai na rol五161tahi baru kh真jjai

ga¥le m鵠 na出13aiI hale 閥均約 pai;iiaidunduru tahi vajjiai I causama kacchuri sihla kappura 

laiai I malaindhana saliiija tal設bharu紬1aiai17 I prerμkha明治1etakarante釦ddhasuddhana 

mUJ).iai lnirarp.sua制 gaca¥liibi tahirμ ja saraba p問iaiI malayaje kunduru b柄拘¥limatahil). 

l).a vajjiai 181.英訳（Snellgrove1959, Part l, p.l01f)は次のようになっている。“Theyogin

stays at Kollagiri, the yoginiat Mummuni. I Loudly the drum sounds forth.しov告isour business 

and not dissension. I There we eat meat and drink wine in great quantity. I Hey there, theなue

followers are come together, but frauds are kept far away. I We take the fourfold preparation and 

musk and frankinscence and camphor, I Herbs and special m己atwe eat with relish. I Going this 

way and that in the dance, we give no thought to what is chaste and unchaste, I Adorning our 

limbs with bone帽 ornamentsラweplace the corpse in position. I Union takes place at that meeting, 

for苧omhiis not there rejectedアこの歌詞の、コード言語で隠i接された夜、｛義的な意味レヴ

ェノレについては、 J:l!Jの機会に論じることにしたい。

72 チヤノレャーパダと金関lj歌の関係についてはCakrabarti1975, p.208釘； p.232ffに論じら

れている。

73 Das'gupta, Sasibhu手間’ 1989,p.5. 彼はベンガノレ語の書写法に従い、語頭と語中のYを

異なるべンガノレ文字で、転写している。
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閥均arp.jakunduru b勾a"i仲 <;limat油ina b司ayi// 

tahl. bharu kh真janagadhe maena piba"i na yai I 

hale kali員janapa.Ifayayi durμd削同jana y亘yiI 

cail sama kasturi silha k紅pliralao khayi // 

malayarp.jayidhana弱lirμjatahl bharu kh可ana yai I 

prekhii nakhatra karante釦ddhasuddhana mm:iaI // 

nilarp.suha ailga candr五vayiyatahl sura panayayi // 

f新！日チャチャー歌J(Vajracarya, Ratnak可11996, pp.26・27）には二つの異なるヴァー

ジョンが載っている。その一つはダシュグプタの採取したヴァージョンに近く、もう一

つは、著しく崩れた形である740 ラーガtodi、ターラ mathaという指定がある750 興味深

いことに、作者はK訂i:iap砧ということになっている760

師匠 Narendramm;tiVajracむya氏にお願いして歌っていただいた。「トリハンダー」よ

りもさらに節目しが複雑で、、メロディーが長い（すなわち各連にかける時間が長い）。

荘重な雰囲気に満ちた、これも大変美しい歌で、あった。これは習得するのが非常に難し

い上級者向けの歌だそうであるが、将来この歌も習って歌えるようになりたいもので、あ

る。

&13.チャチャー歌と舞鏑

チャチャー歌の中には、舞踊となっているものがある。これをネワーノレ語でチャチャ

ー・ピャコオン（caca-pyakhaq1) “チャチャー舞踊”あるいはサンスクリット語化して

チヤノレャー・ヌリッテヤ（carya－叩ya)nと呼んでいる。仏教タントラ経典にはしばしば、

歌や踊りで神仏の供養を行うべし、と述べられるが、これを実際に行うのである。この

踊りは長い関、門外不出のものとされてきたが、 1957年にカトマンドゥで開かれた国際

71崩れた方のヴァージョンを引用する。 kolla"ire thina bolla mummm;ti (?) re kkalo I malaaja 

kurμdurii bapa！・ <;liQ<;lirnatal投手av勾rajia"i/dhu/ dharai kiy1taha vajja"i k紅 U平okikaI !fa rola I dhu/ 

tahirμ.pala kh可arga<;lhe ma司ia.Ifa出jarI hale kalirμjara paI;liar dundurii t油arμ.vajrijaal // 

kalirμjara pa!fia'i dund凶 taharp.vajrijaal // catis翻 akatyurisihala kappura laiar I malaar 

ghai:iasaliar tahi bhalu khaial // pekha.Ifa khe¥a karanta suddha sud必iaQii maI;lial I nirarμ.su 

eilga ca<;laviar tal註 asarava paI;liaY //. 

75 todiとはto<;liのことである。ヒンドウスターニー音楽において to<;liは非常によく知ら

れたシュリンガーラ・ラサ（ロマンチックな情感）を持つラーガである。

76 八十四人の成就者たちの一人KarQaripaのことか？伝説の行者カルナリパについては

杉木 2000,p.90ffを参期せよ。

77党名の方は、伝統的な名前かどうか不明。現代になって新しく作られた名称である可

能性もある。
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仏教学会で初めて公開演奏された。それ以来、チャチャー舞踊はさまざまな文化的催し

において一般聴衆相手に演じられることになったという？と「新i日チャチャー歌Jの著者

Ratnakaj i Vajracarya氏は、チャチャー舞踊の保存・継承のために尽力し、 1985年2月（ネ

パーノレ歴 2041年マグ、月）に舞踊岸晶織カラー・マンダパ Ka！泳na.I).c;lapaを設立した79。こ

の組織では、チャチャー舞踊と音楽、そしてネパール（ネワーノレ）の古典音楽すなわち

ブノレ－ 1" , muwali, muhaliとしづ吹奏楽器、 ドラムなどの器楽や声楽、さらにダンスを

するために必要な身体的訓練などさまざまなレッスンが行われていたへ以前は近所の

ホテル（ヴアジュラ・ホテル）でコンサートを行っていたという。 RatnakえjiVajracarya 

氏の没後は、六男の Pr司val氏（すなわち SarvajfiaratnaVajracおya氏の弟）が舞踊団を受

け継いだ、という 810 最近はアメリカに公演旅行にいらっしゃることが多く、私が訪ね

たとき、弟さんは留守で、あった。 Sarv司jfiaratnaVajracaη＇a氏に公痕の CD幽 ROMを見せて

いただいたが、観音菩薩のような装束をまとった女性の舞踊家が、「カノレナマヤ」（§10

参熊）に大変よく似た旋律のチャチャー歌にあわせて、さまざまジェスチャーすなわち

手の形（ムドラー、印契）や榔の動き、姿勢などを取りながら舞い踊る、大変優美で洗

練されたものであった。従来、儀礼の一部をなすに過ぎなかったチャチャ…舞踊を、儀

礼から独立させ、純粋に芸術作品として洗練し振興しようという試みもなされているら

しい。実捺、パクタフ。ノレで、偶然知り合った 25歳ぐらいの若いイ云統舞踊家も、レパート

リーの中にチャチャー舞踊を含めていた。民間のアーテイストたちが仏教借（ヴアジ、ユ

ラーチヤールャ）に師事してチャチャー舞踊を習い、さらに一般の舞踊愛好家たちにそ

れを教授しているらしい。舞踊の宗教性が薄れて世俗化したかわりに、この美しい舞踊

が人々の愛好するところとなっている。伝統装能保存の一つの良い例であろう820

それでは、チャチャー歌は、ネワーノレ仏教徒にとり、本来はどのような意味合いを持

っていたのであろうか？ f新！日チャルャーパダjのネワーノレ語前書において Ratnakaji

V勾racarya氏は、チャチャー歌・舞踊を詳しく解説するとともに、背景となるカトマン

ドゥ盆地におけるネワーノレ人の金剛乗仏教との関りについて論じている。これは現代の

78 Vajracarya, Ratnakaj i 1986, p.6. 

79 Vajracarya, Ratnakaji 1986, p.1. 

80 Vajracarγa, Ratnakaji 1986, p.2.この組織でチャチャー舞踊を学び演奏活動を行う沼本

人の舞踊家もいるらしい。（htto://www.charva.com)

Sl このあたりの経緯は、ネワーノレ仏教専門家たちの関では周知の事柄であるようだが、

専門外の読者のために説明した。

82 これに類する例としては、南インドの古典舞踊パラタナーテャムを挙げることができ

る。もともと寺院内で産女（デーヴァダースィー）たちが伝えていた古典舞踊は一時衰

退していたが、 20世紀前半になってさまぎまな芸術家たちの努力によって批俗化され、

振興された結果、今日ではインドの回大古典舞踊の一つに数えられている。
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イ云承者自身が、チャチャー歌・舞踊伝承について、自分の母語で書いた極めて興味深い

資料であるだけでなく、著者は文献学者でもあったので、その記述は客観性を充分に保

っている。煩雑になるので本稿では全てを紹介しえないが、以下に一部分を訳出し83、

吟味してみよう。

第一巻（V勾riicむya,Ratn北iiji1996）前書き 6頁より

（訳出箇所）

「チャチャ－84(cacii）歌はチャチャ（caca）歌とも呼ばれるが、このチャチャーとは、 Skt.

C訂yii “行”と Skt.carcii “吟味”が混同されて出来た語形である。どんな仕事も、守γ’

と“吟味”の両方がなければ、成立しない。修行者が“行”をするときも、菩薩の威力

を“吟味”（＝思惟）することにより、空性や浬繋を目の当たりにすることが出来る。

有名な阿関梨 ViikvajraV負jriicおyaはチャチャー歌が何であるかを説明するために、

『赤い色の身体（r誌tav紅Q.a）』と言うチャチャー歌を例に散り、『アーガマ、ヴェーダ、プ

ラーナ (pur言明）、ヨーガ、ダノレマ、ディークシャ一、師匠（グ、ノレ）の教え』と言う。こ

の言葉の意味は『チャチャー歌はアーガマやヴェーダ［に等しい川、つまり知恵 Gniina)

の容器である、ということだ。それで、チャチャー歌は、アーガマの秘密の知恵、すなわ

ち空性の知恵、の容器ともし寸。このことをよく理解するためには、ヨーガによって熟考

することが必要であり、この道において、師匠（グノレ）の教えにより、悟りが得られる

のだ。チャチャー（歌と舞踊）を教えてくれる師匠から習ったチャチャーのみが、修行

者たちに教えを与えることができる。

Ca切手凶hata凶m 経典の「全てのヨーガ・舞踊・歌による供養の規定と憂茶羅の章85」

では、『三つの世界が燃え上がる tribhuvanajvalitasa tribhuvana jvalita~ という歌詞のチ

ャチャー歌、『hiirμ h irμ deha~ とし、うへーヴアジュラ・サンヴァラの歌が解説されてい

る。また、へーヴ、アジュラ・タントラの第 4 主主では、 Wkol五i~ という歌86に言及され、

そして、サンヴアローダヤ・タントラでは『賛歌や歌とともに、ヴァジュラ・ヨーギニ

83 J~語訳ではなく大意訳をし、幾つかの醤所は省略した。訳出にあたっては、ネワーノレ

語の慣用表現やネワーノレ仏教の専門用語、儀礼の実践などについて全面的に吉崎一美先

生に御教示頂いた。

84 現代ネワーノレ語の表記においてナーガリ一文字の aと主文字で表される母音の違い

は短・長の違いではなく、質の違いである。前者は口の開きの狭い媛昧母音であるのに

対し、後者は広口母音である。したがってこれを日本語の長母音「チャーj で表記する

のは適当とは言えないが、ここでは便宜的理由から「チャチャーj と表記した。

85 sarva-yoga-nrt:ya-geyかpiij五vidhi-maQ.~la-patala

86すなわち本稿§12で、扱った金問！J歌（kollaireHhia bola…）のこと。
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ーを礼拝すべし』とし、う説明がある。こういった理由で、金問lj乗の供養（プージャー）

において、サンヴァラ仏やヨーギニーのグループやガナチャクラ（集会輪）などの供養

ではチャチャー歌を歌いながら礼拝し修行（sadhana）することが重要である。

このように、あるチャチャー歌の秘密を明かすために、パーヴァ・ムドラ＿87を示し

て、神々〔の姿は〕かくのごとくであると膜想するための補助とする。多くの場合、チ

ャチャーは神々の像容を描写しているが、いくつかのチャチャーは、その姿が清浄であ

るとする 88。たとえば『チャクラサンヴァラに敬礼します namami悶 n昼間封

印krasamvara』というチャチャー歌はそうし、ったものである。さらに『象の顔 gajamukha~

という、優美（lalitya）と愛清（三持giira）に満ちi益れたチャチャー歌があるかと思えば、あ

るものは、金剛乗の思索lこ向かっている。出世間のピンダ89を供える際に歌わなくては

ならないと定められる『幻影の網 may可ala~ というチャチャー歌は輪組の行く末や遺命

を数え上げる。また、 Wkoyarlvarμsa』『不壊にして持れなき者法hayanira員jand『emahi

m均 <;lala』などのチャチャー歌は金問lj乗の思索に関する見解を述べる。このように多数の

チャチャー歌は、集会輪供養（cakra-piija）の際に繰り返し用いられ、歌われ婦られて、

ノくーヴァ・ムドラーを表現する。こうして表現されたパーヴァ・ムドラーによって、当

時の哲学的な内容を説明する能力が、チャチャー舞踊にはある。私たちネパーノレ（：カ

トマンドゥ盆地）の阿関梨たちがチャチャーに自分たちの流犠の音楽をつけて歌い、プ

ージャーにおいて用いられる。これは重要なものであるが、ひとがもしこれについて多

くを知りたいという貯晶、を抱いたとしても、ディークシャー（入門式）なしではこのプ

ージャーの儀礼を覗くことは許されない。金隈lj阿閣梨の潜頂を得た金剛間関梨たちにさ

え、許されないのだから、他の者たちはなおさら不可能である。j

（訳出箇所おわり）

要約すると、チャチャー歌は、知恵 G白昼na）の入れ物であり、それを繰り悲し歌うこ

とにより、その入れ物より知恵を取り出すことが出来、究j霊的には｛寄りを得ることが出

来る。ただし、その歌は、入門式（ヂィ…クシャー）を受けて師匠のもとから直接、信

授される必要がある。チャチャー歌にはさまざまな性質のものがあり、さまざまな犠札

においてさまざまな呂的で用いられる。そのなかのあるものは、礼拝の対象となってい

87 情感あるいは犠子を表現する舞踊のジェスチャー（可i契）

88 つまり、具体的な像容について言及せず、その姿の清浄性のみを語る、ということ。

89 ピンダとは死者の追善供養に供えられる団子のこと。ディークシャーを受けた人物で、

ある場合には、これを“出世間のピンダ” (lokottara pi♀φ）と呼ぶのだ、という。（吉

i崎一美氏の私信による。）
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る神々の姿を描写しており、修行者が神々を観想する際の補助として用いられる。また

ある歌詞においては、宗教的あるいは哲学的な思索が語られている。つまり、チャチャ

ー歌の短く簡潔なテクストやメロディーや舞踊のジェスチャーは、あたかも一冊の書物

のように機能し、演者と鑑賞者に向かつて深遠な思索を開示するのである。

§14チャチャー歌のメロディー

§10で述べたように、チャチャー歌は、インド古典音楽理論が定めるところのラーガ

（旋律）とターラ（リズム）に従って作曲され、演奏されるべそれでは、 100余りあ

るチャチャーの全ての歌詞につき異なったメロディーがつけられ、伝承者がそれを全て

暗記しているのかというと、そうではない。伝承者は写本に書かれた文字を見ながら朗

読する。さらに、メロディーの数は限られていて、時には間じメロディーを複数の歌詞

に使いまわしているようである。少なくとも、『カルナマヤJと同様に錦られる歌であ

る『文殊菩薩maiijusri』のメロディーは、歌詞が異なるだけで、『カノレナマヤ』のメロデ

ィーとほぼ閉じである。 Sarvaj加 atnaV司jracむya氏にも「チャチャー歌のメロデ「ィーは

互いに構造が出ているので、最初の 10個ぐらいを覚えてしまえば、後は習得が簡単に

なるJと伺ったことがある。歌詞の韻律や音節数が同じならば、関じメロディーにのせ

て歌うのは、それほど難しいことではないであろう。

カトマンドゥ盆地にはチャチャー歌・舞踊以外にもさまざまな音楽・舞3請が伝えられ

ているへたとえば方々の寺院の境内には、ちょうど日本の神社の神楽舞台のような建

物があり、そこで朝夕、信者たちが集まって、ネワーノレ語のパジャン（御詠歌）を歌っ

ている920 こういった歌も、ラーガとターラに則って作曲されている。また、今屈の滞

在で、パクタプノレの青年舞踊家と知り合うチャンスがあった。披は、古都パクタプノレの

レンガ造りの“アパノレトマン”が立ち並ぶ93狭い路地を入ったところにある小さな教童

で、地元の若者たちにパクタブツレの伝統舞踊を教えている。授業風景を見学させてもら

ったが、それは、“民俗舞踊”とか“地方芸能”などと呼ぶにはあまりにも洗練されて

90 Vajracむya,Ratnakaji: 1999 (iia.-ta./ x《 i）によれば、チャチャー歌では、 42{I屈のラーガ、

18のターラが用いられている。

91 ネワーノレ音楽に関してはベルリン自由大学の GertWegnerによる音楽文化人類学

(Musikethnologie）的な研究を参照されたい。彼はパクタプノレにネワーノレ音楽を教える音

楽大学を設立し伝統芸能の保存継承を行っている。

92 Sieg合iedLienhardのネワーノレ語歌詞集（Lienhard,1974）に収録されるパジャンは、こ

うして歌われていたものだろう。巻末に数点の楽譜も収録されている。

93 ネワーノレ人は伝統的にレンガ造りの高層建築を住居とする。これには綿密な装飾を施

された木製の門・窓枠・バルコニーが取り付けられており、どこかスイスの町の風景を

努需とさせる。
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優美なもので、あった。これはむしろ“古典舞踊”と呼ぶべきものであろう。

このように、インド古典音楽のラーガやターラ、しかもかなり古い形態と思われるも

のが、カトマンドゥ盆地で現在も生きた形で忠実に保存されているのはなぜだろうか？

Brinkhaus 2003は、カトマンドゥで、見つかったミティラ （マイティリー）の演劇i

作品の写本群を扱った論文であるが、これによると、マッラ朝の王たちはインドの音

楽・文芸をこよなく愛好し、その庇護の下にベンガノレ語・ミテイラ一語の文芸が花開き、

音楽・舞踊が隆盛を櫨めたとしづ。古来、ネワーノレ人は音楽と文学の愛者だったのだ。

&15チャチャー歌と八十四成就者～チャチャー歌の年代

ここで本論文の始めの数章で解説した、チャルャーパダについての文献学的情報と、

§3で扱った八十四人の放浪修行者（成就者）たちの話を、もう一度思い出してほしい。

伝説の八十四人の成就者たちのうち、 16人が fチャノレャーギーテイコーシヤj所収のチ

ヤノレャーパダPの歌詞の中に作者名として現れる。

チャチャー歌の歌詞にも bhru)ita”を含むものが多数ある。興味深いことに「新旧チャ

チャー歌」（Vajracむya,Ratn成五~1 1999）の前書き（gha.-ila./iv-v）によれば、チャチャー歌

の中には、上記の 16人以外の成就者の名前を作者名として持つものがある。現存する

チャチャー歌の中に、 fチヤノレャーギーテイコーシヤJの選から漏れた、掻めて吉いチ

ヤノレャーパダの歌詞が紛れ込んでいるかもしれないのである950 

また、 Ratna同jiV ajracaryaは、現在チャチャー歌として歌われたり踊られたりしてい

るものの中心となる歌の多くはインドではなくネパール起源でらあるという説を唱えて

いる。確かに、最古震に属すると忠われる歌諦「トリハンダーj (§ J l)や「へーヴアジ

ュラタントラの金問lj歌J(§ 12）には舞踊はつけられておらず、周辺約な位置づけをなさ

れているにすぎない。舞踊曲の代表的なものとして V司racarya,Ratnakaji 1986に収められ

ている 13の歌詞は、後の時代に作られたのだろうと思われる。たとえば「カノレナマヤ」

の歌詞では、 §10で見たように、新期インド・アーすア語に属する言語を用いてはいる

が、紋切表現を多用し、ほl王、単語の羅列としづ形式を取る。この言語を母語とする者

が作ったのではなく、 としない者が古い歌認の言語の特徴に似せて、わざと古風に

作ったもの、という印象が強い。

インド東部で新期インド・アーリア語東部方昔を用いて作られた修行歌群（チャルヤ

ーパダ）がカトマンドワ盆地に伝わり、そこで、仏教がインドで滅亡した 13世紀以降

91 歌詞の末尾に置かれる、作者の名前が歌いこまれた詩連。 §3に詳しく説明した。

95 ただし、 §3で既に論じたとおり、 bh昭itaに記される作者名の真偽については議論の

余地がある。
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も、プロダクティヴに新しい歌が作られ続けた。その作者たちの全てがインドから亡命

したインド人の修行者たちで、あったかというと、そうではなく、ネワール人もいた、と

考えられる。交易民族で、あった当時のネワーノレ人は、母語で、あるチベット・ピノレマ系の

ネワーノレ語だ、けで、なく、インドとの交易に必要な新期インド・アーリア語、（今日のベ

ンガノレ語やミテイラ一語の前身となる言語）もある程度使いこなせた、と考えるのが、

今日のカトマンドゥの多言語社会の実情を見ても96、妥当な想橡であろう。 §14で述べ

たように、マッラ朝の時代lこはベンガノレ語、そしてミテイラ一語で文学作品が多く著さ

れた。また、 V負jracむya,RatnakajI 1996には、不ワーノレ語のチャチャー歌も 61岡収めら

れている。

~16 まとめ

以上、カトマンドゥ盆地のネワーノレ人の仏教徒に口伝されるチャチャー歌・舞踊につ

いて報告した。「南アジア古典学J前号掲載の拙論では、チャノレャーパダテの修行歌の伝

統がベンガルの吟遊詩人パウノレたちの口承詩に受け継がれたという例を扱っていた。本

論文で扱ったチャチャー歌は、チャノレャーパダの伝統がネパールに伝わり、やはりプロ

ダクティヴに新しい歌が生み出され、今日まで受け継がれたもう一つの例である。もち

ろんチャチャー歌の倍統は、パウノレのそれとは性質を異にしているが、どちらも、ほぼ

千年もの時を越えて、テクストが生命を失わず存続し続けたという驚異的な事例である。

チャチャー歌の文献学的あるいは音楽学的背景については、現段階では不明なことも多

く、充分に詰めることができなかった。私自身の力不足を痛感するばかりだが、今後の

研究に期待してほしい。

最後に読者の皆さんに訴えたいのは、宗教儀礼としての役割を果たすだけでなく芸術

作品としても大変優れた価値をもっチャチャー歌・舞踊は、ネパールだけでなく、我々

人類全体の素晴らしい宝、文化遺産である、ということである。ところが、チャチャー

歌の倍統は、現在絶滅の危機に瀕している970 伝統保存のために何らかの措置が取られ

る必要がある。この素晴らしい宝を守るために、私自身も協力を情しまないつもりであ

る。本論文を読んでいただいたことを機会に、読者の方たちにも、なにがしかの興味を

持っていただければ幸いである。

96 ただし、今日の公用語であるネパール語は、ゴ、ルカ王朝のカトマンドゥ侵攻に伴って

カトマンドゥに入ったものであり、新期インド・アーリア語の西部方書クツレーブ。iこ属す

る。

97 たとえばNarendram切iVajracむya氏は、実用的な価値を持たないということを理由に、

自分の子供たちにはチャチャー歌を教えていない。
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